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港
湾
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
参
照
条
文

○
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
抄
【
港
湾
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第

号
）
施
行
後
】

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
で
「
港
湾
管
理
者
」
と
は
、
第
二
章
第
一
節
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
港
務
局
又
は
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
地
方
公
共
団
体
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
で
「
重
要
港
湾
」
と
は
、
国
際
海
上
輸
送
網
又
は
国
内
海
上
輸
送
網
の
拠
点
と
な
る
港
湾
そ
の
他
の
国
の
利
害
に
重
大
な
関
係
を
有
す
る
港
湾
で
政
令
で
定

め
る
も
の
を
い
い
、
「
特
定
重
要
港
湾
」
と
は
、
重
要
港
湾
の
う
ち
国
際
海
上
輸
送
網
の
拠
点
と
し
て
特
に
重
要
な
港
湾
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
い
、
「
地
方
港
湾

」
と
は
、
重
要
港
湾
以
外
の
港
湾
を
い
う
。

３

（
略
）

４

こ
の
法
律
で
「
臨
港
地
区
」
と
は
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
章
の
規
定
に
よ
り
臨
港
地
区
と
し
て
定
め
ら
れ
た
地
区
又
は
第
三
十
八
条
の

規
定
に
よ
り
港
湾
管
理
者
が
定
め
た
地
区
を
い
う
。

５

こ
の
法
律
で
「
港
湾
施
設
」
と
は
、
港
湾
区
域
及
び
臨
港
地
区
内
に
お
け
る
第
一
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
施
設
並
び
に
港
湾
の
利
用
又
は
管
理
に
必
要
な
第

十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
施
設
を
い
う
。

一

水
域
施
設

航
路
、
泊
地
及
び
船
だ
ま
り

二

外
郭
施
設

防
波
堤
、
防
砂
堤
、
防
潮
堤
、
導
流
堤
、
水
門
、
閘
門
、
護
岸
、
堤
防
、
突
堤
及
び
胸
壁

三

係
留
施
設

岸
壁
、
係
船
浮
標
、
係
船
く
い
、
桟
橋
、
浮
桟
橋
、
物
揚
場
及
び
船
揚
場

四

臨
港
交
通
施
設

道
路
、
駐
車
場
、
橋
梁
、
鉄
道
、
軌
道
、
運
河
及
び
ヘ
リ
ポ
ー
ト

五

航
行
補
助
施
設

航
路
標
識
並
び
に
船
舶
の
入
出
港
の
た
め
の
信
号
施
設
、
照
明
施
設
及
び
港
務
通
信
施
設

六

荷
さ
ば
き
施
設

固
定
式
荷
役
機
械
、
軌
道
走
行
式
荷
役
機
械
、
荷
さ
ば
き
地
及
び
上
屋

七

旅
客
施
設

旅
客
乗
降
用
固
定
施
設
、
手
荷
物
取
扱
所
、
待
合
所
及
び
宿
泊
所

八

保
管
施
設

倉
庫
、
野
積
場
、
貯
木
場
、
貯
炭
場
、
危
険
物
置
場
及
び
貯
油
施
設

八
の
二

船
舶
役
務
用
施
設

船
舶
の
た
め
の
給
水
施
設
、
給
油
施
設
及
び
給
炭
施
設
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
施
設
を
除
く
。
）
、
船
舶
修
理
施
設
並
び
に
船
舶
保
管
施

設
九

港
湾
公
害
防
止
施
設

汚
濁
水
の
浄
化
の
た
め
の
導
水
施
設
、
公
害
防
止
用
緩
衝
地
帯
そ
の
他
の
港
湾
に
お
け
る
公
害
の
防
止
の
た
め
の
施
設

九
の
二

廃
棄
物
処
理
施
設

廃
棄
物
埋
立
護
岸
、
廃
棄
物
受
入
施
設
、
廃
棄
物
焼
却
施
設
、
廃
棄
物
破
砕
施
設
、
廃
油
処
理
施
設
そ
の
他
の
廃
棄
物
の
処
理
の
た
め
の

施
設
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
施
設
を
除
く
。
）

九
の
三

港
湾
環
境
整
備
施
設

海
浜
、
緑
地
、
広
場
、
植
栽
、
休
憩
所
そ
の
他
の
港
湾
の
環
境
の
整
備
の
た
め
の
施
設

十

港
湾
厚
生
施
設

船
舶
乗
組
員
及
び
港
湾
に
お
け
る
労
働
者
の
休
泊
所
、
診
療
所
そ
の
他
の
福
利
厚
生
施
設

十
の
二

港
湾
管
理
施
設

港
湾
管
理
事
務
所
、
港
湾
管
理
用
資
材
倉
庫
そ
の
他
の
港
湾
の
管
理
の
た
め
の
施
設
（
第
十
四
号
に
掲
げ
る
施
設
を
除
く
。
）
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十
一

港
湾
施
設
用
地

前
各
号
の
施
設
の
敷
地

十
二

移
動
式
施
設

移
動
式
荷
役
機
械
及
び
移
動
式
旅
客
乗
降
用
施
設

十
三

港
湾
役
務
提
供
用
移
動
施
設

船
舶
の
離
着
岸
を
補
助
す
る
た
め
の
船
舶
、
船
舶
の
た
め
の
給
水
、
給
油
及
び
給
炭
の
用
に
供
す
る
船
舶
及
び
車
両
並
び
に
廃
棄

物
の
処
理
の
用
に
供
す
る
船
舶
及
び
車
両

十
四

港
湾
管
理
用
移
動
施
設

清
掃
船
、
通
船
そ
の
他
の
港
湾
の
管
理
の
た
め
の
移
動
施
設

６

前
項
第
一
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
施
設
で
、
港
湾
区
域
及
び
臨
港
地
区
内
に
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
国
土
交
通
大
臣
が
港
湾
管
理
者
の
申
請
に
よ
つ
て
認

定
し
た
も
の
は
、
港
湾
施
設
と
み
な
す
。

７
～
９

（
略
）

（
港
湾
及
び
開
発
保
全
航
路
の
開
発
等
に
関
す
る
基
本
方
針
）

第
三
条
の
二

国
土
交
通
大
臣
は
、
港
湾
の
開
発
、
利
用
及
び
保
全
並
び
に
開
発
保
全
航
路
の
開
発
に
関
す
る
基
本
方
針
（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

港
湾
の
開
発
、
利
用
及
び
保
全
の
方
向
に
関
す
る
事
項

二

港
湾
の
配
置
、
機
能
及
び
能
力
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

三

開
発
保
全
航
路
の
配
置
そ
の
他
開
発
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

四

港
湾
の
開
発
、
利
用
及
び
保
全
並
び
に
開
発
保
全
航
路
の
開
発
に
際
し
配
慮
す
べ
き
環
境
の
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

五

経
済
的
、
自
然
的
又
は
社
会
的
な
観
点
か
ら
み
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
港
湾
相
互
間
の
連
携
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

３

基
本
方
針
は
、
交
通
体
系
の
整
備
、
国
土
の
適
正
な
利
用
及
び
均
衡
あ
る
発
展
並
び
に
国
民
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
果
た
す
べ
き
港
湾
及
び
開
発
保
全
航
路
の
役
割
を

考
慮
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

４
～
６

（
略
）

（
入
港
料
）

第
四
十
四
条
の
二

（
略
）

２

政
令
で
定
め
る
重
要
港
湾
の
港
湾
管
理
者
は
、
前
項
の
入
港
料
を
徴
収
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
料
率
の
上
限
を
定
め
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

あ
ら
か
じ
め
、
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

３

前
項
の
港
湾
管
理
者
は
、
同
項
の
同
意
を
得
た
料
率
の
上
限
の
範
囲
内
で
料
率
を
定
め
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
国
土
交
通
大
臣

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

４

前
条
第
一
項
、
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
第
二
項
の
港
湾
管
理
者
以
外
の
港
湾
管
理
者
が
徴
収
す
る
入
港
料
に
、
前
条
第
六
項
の
規
定
は
、
港
務
局

が
徴
収
す
る
入
港
料
に
関
し
て
準
用
す
る
。
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（
特
定
埠
頭
を
構
成
す
る
行
政
財
産
の
貸
付
け
）

第
五
十
四
条
の
三

重
要
港
湾
に
お
け
る
特
定
埠
頭
（
同
一
の
者
に
よ
り
一
体
的
に
運
営
さ
れ
る
岸
壁
そ
の
他
の
係
留
施
設
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
荷
さ
ば
き
施
設
そ
の
他

の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
係
留
施
設
以
外
の
港
湾
施
設
（
特
定
国
際
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
運
営
し
、
又
は
運
営

し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
港
湾
の
港
湾
管
理
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
港
湾
管
理
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
特
定
埠
頭
の
運
営
の
事
業
が
当
該
港
湾
の
港
湾
計
画
に
適
合
す
る
こ
と
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
認
定
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２

港
湾
管
理
者
は
、
前
項
の
認
定
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
特
定
埠
頭
の
運
営
の
事
業
が
同
項
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き

は
、
そ
の
認
定
を
す
る
も
の
と
す
る
。

３
～
５

（
略
）

６

港
湾
管
理
者
は
、
国
有
財
産
法
第
十
八
条
第
一
項
又
は
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
埠
頭
を
構
成
す
る
行
政
財
産
（
国

有
財
産
法
第
三
条
第
二
項
又
は
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
行
政
財
産
を
い
う
。
）
を
第
二
項
の
認
定
を
受
け
た
者
に
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

７
～

（
略
）

１２

○
港
湾
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十
八
号
）
（
抄
）

（
直
轄
工
事
の
対
象
と
す
る
港
湾
施
設
）

第
十
五
条
の
十

（
略
）

２

法
第
五
十
二
条
第
一
項
第
二
号

の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
大
規
模
な
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

港
湾
公
害
防
止
施
設
の
う
ち
面
積
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
公
害
防
止
用
緩
衝
地
帯

二

港
湾
環
境
整
備
施
設
で
、
面
積
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
非
常
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
緊
急
輸
送
の
確
保
そ
の
他
の
災
害
対
策
基
本
法

（
昭
和
三
十
六
年

法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
第
三
号

に
規
定
す
る
指
定
行
政
機
関
の
長
が
実
施
す
る
広
域
的
な
災
害
応
急
対
策
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
以
上
の
も
の

三

埋
立
処
分
の
用
に
供
さ
れ
る
場
所
の
埋
立
容
量
が
千
五
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
廃
棄
物
埋
立
護
岸

四

海
洋
性
廃
棄
物
処
理
施
設
の
う
ち
汚
泥
の
処
理
の
た
め
の
施
設
で
あ
つ
て
一
日
当
た
り
の
処
理
能
力
が
二
千
五
百
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
又
は
廃
棄
物
の
焼
却

の
た
め
の
施
設
で
あ
つ
て
一
日
当
た
り
の
処
理
能
力
が
三
十
ト
ン
以
上
の
も
の

３

（
略
）
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○
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
・
二

（
略
）

三

指
定
行
政
機
関

次
に
掲
げ
る
機
関
で
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。

イ

内
閣
府
、
宮
内
庁
並
び
に
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
機
関
並
び
に
国
家
行
政
組
織
法
（

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
機
関

ロ

内
閣
府
設
置
法
第
三
十
七
条
及
び
第
五
十
四
条
並
び
に
宮
内
庁
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
号
）
第
十
六
条
第
一
項
並
び
に
国
家
行
政
組
織
法
第
八
条
に
規

定
す
る
機
関

ハ

内
閣
府
設
置
法
第
三
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
並
び
に
宮
内
庁
法
第
十
六
条
第
二
項
並
び
に
国
家
行
政
組
織
法
第
八
条
の
二
に
規
定
す
る
機
関

ニ

内
閣
府
設
置
法
第
四
十
条
及
び
第
五
十
六
条
並
び
に
国
家
行
政
組
織
法
第
八
条
の
三
に
規
定
す
る
機
関

四
～
十

（
略
）

（
災
害
応
急
対
策
及
び
そ
の
実
施
責
任
）

第
五
十
条

災
害
応
急
対
策
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
災
害
の
発
生
を
防
禦
し
、
又
は
応
急
的

救
助
を
行
な
う
等
災
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
行
な
う
も
の
と
す
る
。

一

警
報
の
発
令
及
び
伝
達
並
び
に
避
難
の
勧
告
又
は
指
示
に
関
す
る
事
項

二

消
防
、
水
防
そ
の
他
の
応
急
措
置
に
関
す
る
事
項

三

被
災
者
の
救
難
、
救
助
そ
の
他
保
護
に
関
す
る
事
項

四

災
害
を
受
け
た
児
童
及
び
生
徒
の
応
急
の
教
育
に
関
す
る
事
項

五

施
設
及
び
設
備
の
応
急
の
復
旧
に
関
す
る
事
項

六

清
掃
、
防
疫
そ
の
他
の
保
健
衛
生
に
関
す
る
事
項

七

犯
罪
の
予
防
、
交
通
の
規
制
そ
の
他
災
害
地
に
お
け
る
社
会
秩
序
の
維
持
に
関
す
る
事
項

八

緊
急
輸
送
の
確
保
に
関
す
る
事
項

九

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
災
害
の
発
生
の
防
禦
又
は
拡
大
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

２

指
定
行
政
機
関
の
長
及
び
指
定
地
方
行
政
機
関
の
長
、
地
方
公
共
団
体
の
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
、
指
定
公
共
機
関
及
び
指
定
地
方
公
共
機
関
そ
の
他
法
令
の
規
定
に

よ
り
災
害
応
急
対
策
の
実
施
の
責
任
を
有
す
る
者
は
、
法
令
又
は
防
災
計
画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
災
害
応
急
対
策
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


